
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「ツバキ科 ヒサカキ」     「ナデシコ科 ノミノフスマ」     「シソ科 ホトケノザ」 
枝の下にたくさん花をつけ独特な   和名：蚤の衾 衾とは布団のこ   上部の葉が、仏が座る蓮座のよう 
香がします。この辺りではビシャ   とで、葉をノミの布団に見立て   なことから名付けられました。春 
コとよびます。           たそうです。           の七草は本種ではありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「トクサ科 ツクシ」      「マメ科 カラスノエンドウ」   「ゴマノハグサ科 オオイヌノフグリ」 
スギナの胞子茎です。食用となり   道端や畑でよく見かけます。果実  ヨーロッパ原産で明治時代に渡 
ます。和名の土筆は土にさした筆   が熟すと黒くなることからカラス  来しました。小さい花ですが、 
のような形から名付けられました。  と名付けられました。       かたまって咲くと綺麗です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆「キク科 セイヨウタンポポ」☆  ☆「スミレ科 タチツボスミレ」☆    ☆「ツツジ科 アセビ」☆ 
ヨーロッパ原産の帰化植物です。綺   日本でもっとも身近に見られる   日本に自生し観賞用に植栽され 
麗に咲いていますが、要注意外来生   スミレです。ハート形の葉と、   ます。白い釣り鐘のような花が 
物に指定されています。        スッと立ち上がる姿が特徴です。  かわいいです。 
 

☆印はビジターセンター周辺でも咲いているので、車イスで見ることができますよ♪ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                2018年 3月後半号 

                                宇久井ビジターセンター 

3月に宇久井半島で見られるなかまたち！ 

ビジターセンター園地内では、いろいろな草花が芽吹き、鳥たちはさえずり 

春を告げています。春を見つけに来ませんか？お待ちしております(^O^)／ 
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至 R42

至休暇村

足元注意
ヤブツバキ群生地

作業ヤード

上野展望台
敵船監視場跡

灯台まであと４分

木のすき間から浜が見えます。

木のすき間から
海が見えます。

沢

ビジター
センター

（上地の浜）

千尋の浜

取

の

外

松尾展望広場

地玉（じごく）の浜

駒ヶ崎灯台

赤灯台

自然観察の森

宇久井半島見どころマップ
吉野熊野国立公園

＜散策時間の目安＞

31 2 約900m→ →

1 2 6 14 約1200m→→→→

521 4→ → → 約７00m

81 7 約1200m→ →

○ビジターセンター～地玉の浜コース （片道約25分）

○ビジターセンター～駒ヶ崎灯台コース （片道約30分）

○ビジターセンター周回コース （一周約40分）

○ビジターセンター～千尋の浜コース （片道約20分）

９1 7 約1200m→ →

○ビジターセンター～外の取コース （片道約20分）

凡例
Ｐ 駐車場

あずまや

案内板

展望地

水道

お手洗い

自動販売機

車道

舗装路

林内の遊歩道

階段

竹
林

竹林

水壺の跡

周回ルート

千尋の浜
方面

フェリーターミナル方面
通行できません

大蛇島方面通行
できません。

畑

畑

畑

畑

ヤブツバキ

ヤマモモ

ヤマモモ

ヤマモモ

ヤブツバキ

ヤブツバキ

ヤブニッケイ

モチツツジ

モチノキ

モチノキ

モチノキ

マルバウツギ

ホルトノキ

ヘラシダ

ヒメユズリハ

ヒサカキ

ヒサカキ

ヒサカキ

ハマオモト
ハマナデシコ
ハマゴウ
ハマナタマメ
トベラ

ハゼノキ
（メジロがよく食べに来ます）

ネズミモチ

トベラ

トベラ

タブノキ

タイミンタチバナ

スダジイ

シロダモ

シロダモ

シロダモ

クスノキ

カンコノキ

カラスザンショウ

オガタマノキ

アキグミ

アオノクマタケラン

メジロ
キジバト
ヒヨドリ
ウグイス

ハマダイコン

オオシマザクラ

ヤマザクラ

ゲンゲ

オオシマザクラ

オオシマザクラ

カラスノエンドウ

タチツボスミレ

タチツボスミレ

セイヨウタンポポゲンゲ

タチツボスミレ

ホトケノザ

オオシマザクラ
ヤマザクラ

オオシマザクラ

エナガ・コゲラ

オオジシバリ

春版


